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⒈ はじめに 

	 近年、地球規模での気候変動は人類が直面している大きな課題の一つである。気候変動の主

な原因として大気中の二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）および亜酸化窒素（N2O）などの温室

効果ガス濃度の増加が挙げられる。特に、CH4は農業活動が主な発生源となっており、2016年

度の国内の総 CH4排出量のうち 45%が稲作由来である（GIO, 2018）。そのため、水田から CH4

が大気に放出される過程を解明することは農業分野におけるCH4排出を抑制するために必要で

あると考えられる。 

	 水稲栽培期間の水田土壌中で生成された CH4は、大気への拡散（＜1%）、気泡（＜10%）、稲

の通気組織の経由（＞90%）の 3 つの経路を通じて大気に放出される。特に熱帯地域における

水田では、土壌表層の温度が著しく上昇するため気泡による CH4放出が大きな割合を占めてい

ることがある（八木, 1997）。熱帯地域の水田においては、気圧の低下と地温の上昇が気泡噴出

の支配的な要因であることが報告されている（Komiya et al., 2015）。しかし、温帯地域の水田に

おいて、気泡噴出に影響を与える要因の特定には至っていない。そこで本研究では、自動開閉

チャンバー法を用いて温帯地域の水田における CH4濃度の連続観測を行い、CH4気泡噴出に影

響を与える要因について解明することを目的とした。 

⒉ 実験方法 

	 本研究は東京都府中市内にある東京農工大学付属圃場（FM 本町）の実験水田で行った。測

定期間 2017年 6月 1日（移植後 7日）から 9月 13日（移植後 112日）までの CH4濃度、地温、

気圧データを用いた。気圧データは実験水田と東京管区気象台の気象がほぼ同じと考え、気象

庁の気圧データを使用した。また、チャンバー法を用いて CH4濃度から CH4フラックスを算出

した。チャンバー内の CH4濃度は土壌と大気間の分子拡散によって一定の緩やかな上昇と減少

が見られる場合と、気泡由来で急激に増加する場合がある。そのため濃度変化が拡散由来、も

しくは気泡由来かの判別が難しい。そこで測定時間 20 分間で拡散と思われる濃度変化のΔC/

Δt を求め、その最大値である 0.13 ppm min-1 より小さい濃度変化を拡散（ΔC/Δt＜0.13 ppm 

min-1）、それ以上の濃度変化を気泡（ΔC/Δt≧0.13 ppm min-1）による放出と判別した。 

⒊ 結果と考察 
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	 6月 20日〜22日にお

ける CH4フラックスと

地温、気圧を Fig. 2aと

2b に示す。 20 日の

10:00am〜6:00pm、21日

の 9:00am〜11:00am、22

日の 11:00am〜6:00pm

に気泡による高い CH4

フラックスが見られ

た。これらの時刻には

気圧の低下と地温の上

昇が起きていた。この

結果は熱帯地域での先

行研究（Komiya et al., 

2015）とも一致してい

る。しかし、6月 21日

10:00pm〜6 月 22 日

5:00amの間では気圧の

上昇と地温と低下が起

きているにも関われ

ず、高い CH4フラック

スが確認された。それにより気圧差と気泡による CH4フラックスに相関は見られなかった（Fig. 

2c）。一方で、気泡による CH4フラックスと地温にはやや正の相関が見られた（Fig. 2d）。熱帯

地域での先行研究とは異なり、本研究では気圧の低下時だけではなく、気圧の上昇にも気泡の

噴出が起きており、気圧の変動によって気泡の噴出が起きると考えられた。 
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Fig.	2		6 月 20 日から 22 日における(a)	CH4フラックス、	

(b)地温と気圧、(c)	気泡による CH4フラックスと気圧差の関係、

(d)	気泡による CH4フラックスと地温の関係	

（気圧差は気泡が発生した時刻の気圧からその 1時間前の気圧を

引いて求めた）	
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